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論文の内容の要旨
　この論文では放物型方程式に対する初期値問題を考察している。第1部では時問変数に関して時刻Oで退化す
る放物型方程式の初期値問題の解の空聞変数に関する実解析性を証明している。第2部では，空聞変数に関して
退化した2階放物型方程式に対する初期値間題が実解析空間で一意的に解が存在するためめ必要条件を求めてい
る。
　第1部では，時間に関して退化した高階の放物型方程式をニュートン図形を用いて定義し，この様な時間退化
放物型方程式に対する初期値問題の解は通常の熱方程式の解と同じように，たとえ初期値が不連続であっても時
間が少し経つと解は解析的になること証明した。他方，第2部では空問変数に関して退化した放物型方程式に対
する初期値問題は実解析空間内では一意的には解けないことを証明した。
審査の結果の要旨
　この論文において著者は退化放物型方程式に対する初期値問題を解析空聞内において考察し，興味深い結果を
得ている。特に空聞変数に関して退化した放物型方程式に対する初期値問題は実解析空聞内では一意的には解け
ないという結果はこの分野での常識を覆すものであり，大変興味深いかつ高く評価出来る結果である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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